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1．「美白」は誰のものか
  「美白」という言葉がある．現在では，当該語や価値
観を過去のものとすべきとの潮流もある 1,2,3）．その只
中にあっては，「美しい白色」こそ「美白」だと考える
向きもありそうだが，美しい色白の“肌”を指す言葉
として，かつて確固たる認知度を誇ったのが「美白」
という語である．では，この「美白」とは誰に向けられ
た言葉なのであろうか．

図 1 は，女子学生が抱く各肌の色のイメージを明る
さと色みの二次元で示した散布図である 4）．女性に関
する〇のマーカーはグラフ上部の第 1・2 象限に，男
性に関する□のマーカーは右下部の第 4 象限に配され
ていることが特徴的であるが，大まかに表現するとす
れば，「女性は色白，男性は色黒」という方向性を示し
ているといえる．さらに，左上に集まっているのは理
想的な女性の肌や回答者本人（女性）の理想を示すマー
カーである．第 1 象限の下方に認められる◆のマー
カーが女子学生たちの「現在地」の評価であるから，
実際の自身の肌の色よりも数段階明るい肌を目指して
いることが読み取れる．つまり，少なくとも若年の日
本女性たちの多くにとって，「美白」は「自分事」となっ

ているのである．
当該結果は女子学生のみの回答に基づくものである

が，男子学生を含んだ調査においても類似の傾向が示
されている．具体的には，「好ましい男性の肌色＜自身
の肌色・理想の肌色＜好ましい女性の肌色」のように
肌の色の明るさの段階が選択されたことが統計的に明
らかとなり，女性と色白肌とを結びつける傾向が男子
学生にも認められた 5）．つまり，女性自身が色白肌を
女性の理想として捉えるのみならず，男性も同様に，
色白肌と女性を親和性の高いものとして受け止めてい
ることになる．「美白」は専ら女性に向けられたものだ
というのが，ここまでの日本人の価値観であるといえ
よう．このように，男女間で異なるステレオタイプ，
いわば男女非対称のステレオタイプが厳然と存在する
のが日本における肌の色なのである．

2．肌の色の「性差」と「ジェンダー差」
人の肌は実に多様である．透き通るような色白肌の

男性もいれば，小麦色の肌を持つ女性もいる．前述の
ような肌の色のイメージは飽くまで頭の中での想像で
あり，現実の男女の肌は，そこまで違わないのではな
いか．そのように疑ってみることもできよう．

実際に日本人若年男女各 16 名の頬や額の肌を視感
測色した調査結果からは，全体として，「男性の方が女
性に比して赤み寄りで明度が低く，色みの濃い」色で
あったことが確認されている6）．他の計測結果におい
ても，男性の肌の方が女性よりも低明度であったこと
が示されている 7,8）．

だが，ここで示された男女の肌の色の差は「性差
（sex differences）」なのであろうか．性差とは，性に由
来する生物学的な差異のことである．肌の色は，日々
の行動の結果としての日焼けや，その日焼けを防ぐ行
為，さらにはメイクアップ化粧など，その人自身が選
び取る行動によって大きく変化することを忘れてはな
らない．さらに，その行動には男女別に規定された社
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図1．平均値に基づく各肌の色の布置
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会的価値観が多分に関与する．たとえ化粧を施してい
ない肌を男女別に測色したとしても，生来の遺伝的要
素のみを取り出すことにはならない．日々選び取られ
る行動が反映される限り，そして，その行動に男女別
の行動規範が絡み付いている限り，肌の色の男女差は
厳密には「性差」とは言い得ない．現在のところ，肌の
色から社会の影響を取り除くことは限りなく不可能に
近い．そうであるならば，肌の色の男女差は，むしろ
専ら社会の関与を前提とした「ジェンダー差（gender 
differences）」として扱う方が適切とも考えられる．

3．肌の色と顔の形態
視点を変え，ここからは我々の性別認知に対する肌

の色の影響について考えてみたい．
人と相対する場面では，意識もなしに自動的に相手

の性別を判断しようとしている．例えば，図 2 のよう
な顔を前にした場合はどうであろう．性別を捉えよう
とする心の動きが実感されるのではなかろうか．

日本人の顔においては，鼻や輪郭に男女間の違い
があることが指摘されている 9）．そうした形態的な情
報からのみ性別判断がなされるかといえばそうでは
ない．実験により，ここにも肌の色が関わることが明
らかとなっている．男女それぞれの平均顔を合成した
様々な顔刺激（図 2 参照）に対して性別判断を求めた
ところ，男女の顔の合成率が拮抗する場合に肌の色の
明るさが強く作用することが判明したのである 10）．図
3-1 および図 3-2 は，各顔刺激に対する性別判断結果
を示したグラフである．女性顔合成率 50％や 60％の
顔パタンでは，肌の色が色白であれば女性，色黒であ
れば男性と判断される確率が大きく上昇することが当
該図から読み取れる．すなわち，第 1 項で示した男女
の肌の色のイメージが，日々の顔の性別判断時にも参
照されているということになる．

また，肌の色による当該影響は，顔の形態情報から
の性別判断を阻む条件が加わるほど明瞭となる．上下
逆様の倒立呈示や 1 秒にも満たない瞬間呈示の場合に

は，肌の色のジェンダーステレオタイプに頼った判断
がより顕著になることが示されている 11）．潜在・顕在
の個人差こそあれ，肌の色がジェンダーとの結びつき
によって整理され，新たな入力情報に対する分析にも
参照されていることが窺われる．

さらに興味深いことは，肌の色に関わらない性差観
とこうした肌の色に基づく性別判断が結びついている
ことである．伝統的性差観を持つ対象者は，色白の顔
に対して女性，色黒の顔に対して男性と判断する確率
がより高くなる傾向も示されている 12）．また，第 1 項
に示した男女の肌のイメージにおいても性差観は影響
を及ぼす．伝統的性差観が強い場合には，「好ましい男
性の肌の色」が「やや色黒・色黒」に近づくのに対し，
弱い場合には「普通」に近づく傾向にあったと報告さ
れている 12）．また別の研究では，伝統的性差観を持つ
男女は，自身の理想の肌の色と同性の好ましい肌の色
をステレオタイプ方向に寄せる傾向，すなわち，女性
に対しては色白，男性に対しては色黒に引き寄せて回
答する傾向が捉えられている5）．

さて，ここで図 2 の種明かしをしたい．左から，女
性顔の合成比率が 50％の色黒顔，同色白顔，60％の色
黒顔，同色白顔，75％の色黒顔の 5 種である．実際の
生活場面では，化粧や髪型，服装などの情報が加わる
ことになるが，顔だけの限定的情報からどのように判
断するか，それぞれに試してみていただきたい．

山田雅子，齋藤美穂．（2007）．顔の性別認知における肌色と
形態の作用. 日本色彩学会誌 , vol. 31, no. 3, pp. 183-194. 
Figure2より一部引用

図2．男女の合成顔刺激の例

山田雅子，齋藤美穂．（2007）．顔の性別認知における肌色と
形態の作用. 日本色彩学会誌, vol. 31, no. 3, pp. 183-194. 
Figure3-1より著者改変
図3-1．各顔刺激に対する性別判断結果（男性対象者）

山田雅子，齋藤美穂．（2007）．顔の性別認知における肌色と
形態の作用. 日本色彩学会誌, vol. 31, no. 3, pp. 183-194. 
Figure3-2より著者改変
図3-2．各顔刺激に対する性別判断結果（女性対象者）
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4．Z世代に見る変化の兆し
第 2 項において示したように，男女の肌の色の違い

を生み出しているものの一つに化粧がある．この化粧
行為との親和性が男女非対称であるが故に，ここまで
述べてきたような男女の肌の色の違い，ジェンダー差
が生じている面があることも否定できない．

だが，この「男女非対称」の状況が変わりつつある
ことを感じている方も少なくないであろう．図 4-1
は，1990 年代中盤以降に生まれた，いわゆる Z 世代の
女子学生が捉えた男女のメイクアップ化粧の実態，図
4-2 は，メイクアップ化粧を男女に推奨する度合いを
年代別に表したグラフである13）．いずれの図において
も男女間の差は依然大きく開いているが，男性による
メイクアップ化粧の実態（図 4-1）も，男性に対するメ
イクアップ化粧推奨の姿勢（図 4-2）も，決して皆無で
はないことが読み取れる．特に，対象者と同年代の 10
～ 20 代の若年男性については，他の年代よりもメイ
クアップ化粧との親和性が感じ取られている様子であ
る．この背景として，韓国発の K-POP アイドルの影響
を無視するわけにはいかない．2023 年現在でも若年層
を中心に絶大な人気を誇っているが，K-POP の世界で
は男性のメイクアップ化粧も当たり前のことであり，
ステージ上からの延長によって，一般男性の化粧に対
する見方まで変わってきていることは想像に難くな
い．日本の男性にも確かに変化は生じている模様で，
当然のようにメイクに親しむ原宿の若い男性たちの姿
が報じられてもいる 14）．

男性用化粧品のマーケットもここ数年で急激に拡大
している15）．ただし，大きく拡大しているのは基礎化
粧品の分野で，メイクアップ化粧品は小幅な拡大に留
まるという．新型コロナウイルス感染症の蔓延による
2020 年以降の特殊な生活により，オンラインミーティ
ングツールが急激に普及し，自分自身の顔を，さらに
言えば，自分自身の肌を直視する場面は男女問わず確
実に増えた．結果として，男性にも化粧という手段が
自己演出の選択肢に加えられ易くなったと考えられ
る．だが，2022 年の調査 16） で「男性がやっていると特
別だと思う」という美容行動としてメイクがネイルに
次いで挙げられていることからは，男性のメイクアッ
プ化粧が全世代に受け入れられるには至っていないこ
とが窺われる．

図 5 は横軸に実態評価，縦軸に推奨姿勢を配した散
布図である 13）．全体として右上がりの回帰直線が描か
れているが，メイクアップ化粧においてその傾向が一
段と強い．当該特徴は，実態の評価が明瞭であるほど

推奨する姿勢も強いという連関を示すものであり，メ
イクアップ化粧が行われている実態が強く感じられる
状況では推奨姿勢も強まる，逆に言えば，推奨姿勢が
強く持たれれば，化粧が行われているという実感も一
層明瞭になるということになる．先の調査結果 16） の
ような「特別だと思う」という反応が弱まり，メイク
アップ化粧を勧める姿勢がより積極的に伝えられるよ
うになれば，男性メイクの実態も徐々に変化していく
のかもしれない．

 

5．残る問題
肌の色を扱うことの難しさは，半透明であること

や，色むらがあることなどによる測色時の不安定さに
もあるが 17），より慎重に意識を向けるべきは，多分に
社会的意味が関わるという点であろう．個人のアイデ
ンティティそのものとして捉えるべき側面があること
を忘れてはならない．一研究者としては，心理現象を

山田雅子. （2021）．男女の化粧行動に対する日本人女子学
生の意識．埼玉女子短期大学研究紀要, vol. 44, pp. 11-26. 
Figure 5-2より著者改変
図4-1．メイクアップ化粧に対する実態評価

山田雅子.（2021）．男女の化粧行動に対する日本人女子学
生の意識．埼玉女子短期大学研究紀要, vol. 44, pp. 11-26. 
Figure 7より著者改変
図5．実態評価と推奨姿勢による各化粧の布置

山田雅子.（2021）．男女の化粧行動に対する日本人女子学
生の意識．埼玉女子短期大学研究紀要, vol. 44, pp. 11-26. 
Figure 5-2より著者改変

図4-2．メイクアップ化粧に対する推奨姿勢
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明らかにすることや心理の面から現代の社会が抱える
価値観を記述する責任がある．だが，調査するにせよ，
研究成果を公表するにせよ，配慮を欠いてはならない
のである．ここで，学生からのコメントを紹介したい．
某大学にて，筆者自身が本特集記事のような肌に関す
る話題を提供した折に寄せられたものである．

目の覚める思いであった．この学生が理解しようと
してくれたように，筆者自身には差別の意識など微塵
もなかった．予期することもなしに，深くこの受講者
を傷つけてしまったことを思い知った．他の受講者か
らは，興味深かった，勉強になった等の感想が多数寄
せられたが，多くが満足すればよいわけではないので
ある．主観を極力排除し，研究結果を事実として伝え
ることは当然のことながら，殊肌の色に関する内容
は，人種，ジェンダー等，受け止める側の尊厳を慮り，
常に想像力を最大限に働かせる必要がある．

本稿では，ジェンダーの視点から肌の色を捉え直し
た．「多様性への配慮」とは，昨今しばしば叫ばれる言
葉である．ここで取り上げた内容はいまだ「多様性」
に乏しいが，ジェンダーもまた多様であって良いはず
である．肌の色を巡るジェンダー観が今後どのように
変化していくのか，研究に携わる者としても，一生活
者としても，真摯に注視していきたい．
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私は2年前に日本に帰ってきたばかりで，今まで海外
での生活が長かったのですが，今日の講義を色々な人種
の人たちの前ですると，人種差別になるだろうなと思い
ました．先生にもちろんそんなつもりがないことは十分
分かりますが，聞いていて少し気分が悪くなる場面があ
りました．しかし内容自体はとても興味深いもので，楽
しかったです．事前（授業が始まる前など）に，内容につ
いて少し告知をしてほしかったです．途中，退出しよう
かと思ったほど，気分を害した時もありました．
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